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技術相談 

提供可能技術： 

・微分方程式論 

・複素関数論 

・パンルヴェ方程式の数理 

・ソリトン理論 

 
研究内容： ガルニエ系とその退化系の相空間の研究 

技術分野：  

 

 自然界の法則の大部分は、微分方程式の形で表現することができます。その微分方程式を解くことを積分するといいま

す。可積系とは、完全積分可能系ともいい、その解が具体的・明示的に求めることのできる微分方程式（または差分方程

式）たちことです。 

 可積分系の代表的なものとしてパンルヴェ方程式があります。これは、19世紀最後の年にパンルヴェとガンビエが発見

した、動く分岐点を持たない 6個の 2階非線形常微分方程式の総称です。 

 パンルヴェ方程式は、ハミルトン構造、相空間（初期値空間）の構成、ベックルント変換など様々な立場からの研究が進

んでいますが、高次元化・多変数化への研究は未だ発展途上にあります。 

 そこで、最近、直接の研究対象としているのはガルニエ系とその退化した系です。これはパンルヴェ方程式の多変数版

にあたります。変数が多くなると計算量が膨大になるだけでなく、いくつもの困難が現れます。そのような中で、例えば、

相空間はどのような構造であるかなどの研究をしています。 

6 つあるパンルヴェ方程式の中で I 型から V 型までは、以下の図式のように VI 型から退化して得ることができます。こ

の図式は、線形微分方程式における特異点の種類と数によって 4の分割で表すことができます。 

 

         ↗ III：1+3 ↘ 

VI：1+1+1+1 → V：1+1+2                   II：4 → I：None 

         ↘ IV：2+2 ↗ 

 

 この多変数版にあたるガルニエ系は 5 以上の自然数の分割によって、その退化系とともに表すことができます。例え

ば、2変数ガルニエ系は、1+1+1+1+1 と表され、退化した系の 1つとしては 1+1+1+2などと表すことができます。 

研究者 PR・自己紹介 

 

 専門は複素領域における非線形の微分方程式論です。問題が古典的であることに魅力を感じ、特にソリトン方程式や

パンルヴェ方程式などのいわゆる可積分系と呼ばれる対象に興味を持っています。パンルヴェ方程式の解であるパンル

ヴェ関数が既知の特殊関数のように色々な場面で有効に用いられることを夢みています。 

 

 

教 

養 

科 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 


